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地点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
80代 ● ● ● □
70代 ● ● □ □
















   
GAJ第 117図の拡大図    第 1 世代(1891-1906)       第 3世代(1915-1931) 






LAJ は 2403地点と GAJ の 3倍であり，調査時期も 1957～1964 年と，GAJ より約 20









(1)1903 国語調査委員会 → 1905～1906『音韻分布図』『口語法分布図』 
(2)1908 国語調査委員会 → 1923    関東大震災により焼失 
*1927 柳田國男 「蝸牛考」 
*1928 東條操 『方言採集手帖』 
(3)1957～1964 国立国語研究所 → 1966～1974『日本言語地図(LAJ)』 






前述のように，LAJ の話者は 1887～1903 年生まれであることを条件としている。調















図３に LAJ の話者の生年分布を示すが，基準となっていた 1887年より前に生まれた




















































































































































































































ぞれを，第 1世代（1868～1889年生まれ,551 人），第 2世代（1890～1894年生まれ，573






   第 1世代      第 2世代     第 3世代      第 4世代 























 第 1世代(1868-1889)     第 2世代(1890-1894) 
 
 
第 3世代(1895-1899)     第 4世代(1900-1914,36) 














     
第 1世代(1868-1889)     第 2世代(1890-1894) 
 
     
第 3世代(1895-1899)     第 4世代(1900-1914,31) 



















 第 1 世代では，他の世代よりも内部の年齢差が 22 年と広く，その広さが古い方向で





















るが，とりあえず年速 1km と考える。本稿の LAJ の４世代区分において，第 1 世代と
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